
移転による再整備が検討されている辻堂市民センター

会派別 代表質問項目会派別 代表質問項目

　２月定例会中の代表質問は、３月２日、
３日、４日の３日間にわたって行われまし
た。今回の質問者は10人で、市長の政治姿
勢、環境、福祉、都市整備、教育などにつ
いて、市の考えをただしました。代　　表　　質　　問 主な質問と答弁

※多数会派順、同数会派は結成届出順

かわせみクラブ
1　市長の政治姿勢

藤沢市公明党
1　本市の財政運営について
2　安全・安心のまちづくり
3　健やかな暮らしを支えあうまちづくり
4　子どもたちが健やかに育つまちづくり
5　魅力と活力を創出するまちづくり

自由松風会
1　郷土愛あふれる藤沢づくりについて
2　行動を共にする政策について
3　躍動を共にする政策について
4　感動を共にする政策について

自民クラブ藤沢
1　市長の政治姿勢について

日本共産党藤沢市議会議員団
1　市長の政治姿勢について
2　市民が望む、福祉、子育て、教育など暮
　 らしの分野の具体的施策の拡充について

さつき会
1　平成27年度施政方針と本市の抱える諸　　　　
　  課題について

改進無所属クラブ
1　市長の政治姿勢について

ふじさわ自民党
1　キュンとするまち。藤沢について

アクティブ藤沢
1　市長の政治姿勢について

神奈川ネットワーク運動・藤沢
1　市長の施政方針について

（
か
わ
せ
み
ク
ラ
ブ
）

質
問
　
健
全
な
財
政
運
営
を
行

う
に
は
常
に
将
来
を
見
据
え
た

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
今
後
、
公
共
施
設
再
整

備
に
係
る
事
業
費
増
大
が
予
想

さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
健
全

性
を
確
保
す
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁　
公
共
施
設
を
今
後
二
十

年
間
に
現
在
と
同
規
模
で
建
て

の
観
点
か
ら
も
地
方
債
の
活
用

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
庁
舎
建
設
等
に
お
い
て
市
債

発
行
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
を
考
慮
し
た
上
で
実
質
公
債

費
比
率
を
試
算
し
て
も
財
政
健

全
性
に
つ
い
て
は
確
保
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に

年
度
間
に
お
け
る
歳
入
歳
出
の

不
均
一
に
対
す
る
財
源
調
整
機

能
と
し
て
の
財
政
調
整
基
金
に

つ
い
て
も
二
十
六
年
度
に
十
億

円
を
積
み
増
す
な
ど
中
長
期
的

な
見
通
し
を
踏
ま
え
て
対
応
を

図
っ
て
い
る
。

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、

先
進
自
治
体
で
は
物
件
情
報
を

公
開
し
、
利
活
用
を
促
す
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
を
導
入
す
る
な

ど
独
自
に
対
策
を
進
め
て
い
る

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問　
市
長
は
、
施
政
方
針
に

お
い
て
、
引
き
続
き
市
民
の
声

に
耳
を
傾
け
る
と
表
明
し
て
い

（
さ
つ
き
会
）

質
問　
学
校
施
設
は
、
避
難
場

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
藤
沢
）

質
問　
地
域
の
交
流
拠
点
と
し

て
期
待
さ
れ
る
地
域
の
縁
側
事

業
は
、
地
域
の
高
齢
者
が
子
育

て
世
代
の
相
談
相
手
と
な
り
、

ま
た
、
美
容
院
や
病
院
な
ど
に

行
く
と
き
に
子
ど
も
を
預
け
た

り
す
る
こ
と
で
多
世
代
交
流
や

子
育
て
世
代
の
ス
ト
レ
ス
軽
減

支
援
の
場
と
し
て
活
用
が
で
き

る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

答
弁　
地
域
の
縁
側
事
業
は
、

住
民
相
互
の
交
流
の
場
と
し
て
、

子
育
て
の
先
輩
で
あ
る
高
齢
者

が
、
不
安
を
抱
え
る
子
育
て
世

代
の
支
援
を
行
う
と
い
っ
た
、

住
民
同
士
が
お
互
い
に
支
え
、

支
え
ら
れ
る
居
場
所
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

　

事
業
の
運
営
主
体
に
は
、
開

設
日
数
等
に
応
じ
て
補
助
金
を

交
付
し
、
市
で
定
め
た
実
施
要

綱
等
に
基
づ
い
て
、
地
域
の
縁

側
事
業
を
運
営
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
が
、
必
要
な
人
員

の
配
置
や
リ
ス
ク
管
理
な
ど
も

考
慮
し
た
上
で
多
様
な
工
夫
を

凝
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の

方
が
集
え
る
場
と
し
て
設
置
し

て
い
く
。

　

今
後
の
地
域
の
縁
側
事
業
の

拡
充
に
向
け
て
、
自
由
度
の
高

い
、
市
民
主
体
の
事
業
展
開
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
機
能
や

要
件
等
、
制
度
の
見
直
し
を
柔

軟
に
進
め
て
い
く
。

所
と
し
て
の
側
面
も
有
し
、
校

舎
の
耐
震
補
強
工
事
等
が
行
わ

れ
て
き
た
が
、
築
年
数
の
経
過

に
伴
い
、
長
寿
命
化
や
更
新
に

よ
る
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
学
校
施
設
再
整
備
計

画
の
策
定
に
向
け
た
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　
平
成
二
十
六
年
度
中
に

策
定
予
定
の
藤
沢
市
立
学
校
施

設
再
整
備
基
本
方
針
で
は
、
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
①
老

朽
化
施
設
の
解
消
に
向
け
た
学

校
施
設
の
改
築
や
長
寿
命
化
改

修
の
考
え
方
②
既
存
施
設
を
適

正
に
管
理
、
運
営
す
る
た
め
の

施
設
、
設
備
の
安
全
対
策
や
維

持
保
全
及
び
教
育
環
境
整
備
等

の
考
え
方
③
中
長
期
的
な
児
童

生
徒
数
の
推
移
に
基
づ
く
統
廃

合
を
含
め
た
通
学
区
域
の
再
編
、

見
直
し
等
、
学
校
規
模
の
適
正

化
の
継
続
的
な
検
討

―
以
上

三
点
を
柱
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。

　

今
後
は
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

二
十
七
年
度
に
学
校
施
設
の
耐

力
度
調
査
を
順
次
実
施
し
、
そ

の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
整
備

手
法
を
含
め
た
実
施
計
画
を
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

る
。
事
業
選
択
や
政
策
決
定
を

行
う
際
に
は
、
市
民
へ
の
情
報

公
開
と
実
効
あ
る
参
加
に
よ
り

多
く
の
市
民
の
納
得
を
得
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解

を
聞
き
た
い
。

答
弁　
施
政
方
針
で
の
市
長
の

信
念
と
し
て
、
自
治
体
の
政
策

は
日
々
の
市
民
生
活
や
地
域
へ

の
愛
着
の
中
か
ら
創
造
さ
れ
る

と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
市
民

か
ら
の
意
見
等
の
中
に
こ
そ
、

暮
ら
し
や
す
さ
や
生
活
の
豊
か

さ
に
つ
な
が
る
基
本
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
市

長
は
平
成
二
十
六
年
度
も
十
三

地
区
の
郷
土
づ
く
り
推
進
会
議

な
ど
で
、
市
民
と
直
接
、
意
見

交
換
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、

個
別
課
題
に
つ
い
て
も
関
係
団

体
等
に
対
し
て
、
担
当
職
員
が

説
明
し
た
上
で
意
見
を
聞
い
て

い
る
。
今
後
も
、
着
実
に
情
報

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
捉
え
、
市
民
と
の
対
話

を
図
り
、
意
見
や
要
望
を
暮
ら

し
や
す
さ
や
市
民
生
活
の
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

が
、
本
市
は
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
の
か
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　
空
き
家
が
適
正
に
管
理

さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
生
活
環
境

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
暮

ら
し
の
安
全
安
心
に
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

空
き
家
に
対
す
る
市
民
の
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
が
第
一
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
本
市
で
は
、

現
行
の
法
令
等
に
基
づ
く
対
応

策
に
加
え
、
平
成
二
十
六
年
四

月
に
庁
内
に
検
討
組
織
を
設
置

し
、
実
態
把
握
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
中
で

空
き
家
が
利
活
用
で
き
れ
ば
、

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
支
援
と

い
っ
た
地
域
課
題
の
解
決
に
も

寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

施
行
と
国
の
基
本
指
針
等
の
内

容
を
十
分
に
踏
ま
え
、
空
き
家

の
適
正
管
理
と
有
効
活
用
の
両

面
に
お
い
て
先
進
事
例
を
参
考

に
本
市
独
自
の
ル
ー
ル
づ
く
り

を
進
め
、
実
態
に
即
し
た
空
き

家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
自
由
松
風
会
）

質
問　
消
費
税
増
税
が
延
期
と

な
っ
た
が
、
本
市
の
平
成
二
十

七
年
度
の
財
政
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
聞
き

た
い
。

答
弁　
増
税
は
延
期
さ
れ
た
が
、

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
の
収
納

時
期
と
市
町
村
へ
の
交
付
時
期

に
約
六
カ
月
の
ず
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
二
十
七
年
度
の
地
方

消
費
税
交
付
金
に
影
響
は
な
い
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
通
年
で
消

費
税
率
が
八
％
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
増
税
影
響
額
の
計
上
は
不

要
と
な
っ
た
。
国
は
消
費
税
増

税
延
期
に
続
き
、
二
十
六
年
十

二
月
に
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大

に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
を
閣

議
決
定
し
、
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
と

し
て
、
消
費
喚
起
・
生
活
支
援

型
交
付
金
と
地
方
創
生
先
行
型

交
付
金
を
創
設
し
た
。
消
費
喚

起
・
生
活
支
援
型
交
付
金
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
消
費
喚
起
効

果
が
高
い
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

等
を
推
奨
し
て
お
り
、
本
市
に

お
い
て
も
こ
の
交
付
金
を
積
極

的
に
活
用
し
、
市
内
経
済
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
改
進
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

質
問　
旧
東
海
道
藤
沢
宿
エ
リ

ア
に
お
い
て
、
に
ぎ
わ
い
や
交

流
、
回
遊
性
を
創
出
す
る
た
め

に
は
、
市
民
と
の
協
働
が
欠
か

せ
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
か
聞
き
た
い
。

答
弁　
多
く
の
方
に
藤
沢
宿
周

辺
地
区
に
関
心
を
持
っ
て
訪
れ

て
も
ら
う
た
め
、
平
成
二
十
八

年
四
月
に
開
館
予
定
の
（
仮
称
）

ふ
じ
さ
わ
宿
交
流
館
で
は
、
藤

沢
宿
の
歴
史
に
ふ
れ
、
訪
れ
た

人
が
交
流
で
き
る
よ
う
歴
史
講

座
や
伝
統
芸
能
等
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の

方
を
中
心
と
し
た
朝
市
の
提
案

も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

回
遊
性
の
創
出
と
い
う
点
で

は
、
付
近
の
神
社
、
仏
閣
、
蔵
、

町
屋
、
店
舗
等
へ
案
内
す
る
マ

ッ
プ
を
作
成
し
、
地
域
で
活
動

す
る
市
民
や
団
体
等
が
中
心
と

な
り
、
ま
ち
め
ぐ
り
の
案
内
を

す
る
な
ど
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む

た
め
の
工
夫
を
し
て
い
く
。
こ

れ
ら
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
観
光
情
報
誌
等
に
も
掲
載
し
、

市
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

近
隣
の
市
町
や
各
宿
場
で
の
イ

ベ
ン
ト
で
も
藤
沢
宿
を
紹
介
し

て
い
く
。

　

引
き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
捉
え
て
、
多
く
の
方
が
藤

沢
宿
を
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
が
創

出
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

か
え
た
場
合
、
年
平
均
約
五
十

三
億
円
が
必
要
に
な
り
、
単
純

に
更
新
し
て
い
く
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
将
来
負

担
へ
の
備
え
と
し
て
平
成
二
十

六
年
度
二
月
補
正
予
算
に
お
い

て
公
共
施
設
整
備
基
金
へ
二
十

億
円
の
積
み
立
て
を
行
う
。
ま

た
、
再
整
備
に
係
る
工
事
費
等

は
将
来
世
代
と
の
負
担
平
準
化

空
き
家
の
利
活
用

独
自
に
ル
ー
ル
作
成

地
域
の
縁
側
事
業

多
世
代
交
流
に
活
用
を

学
校
施
設
の
再
整
備

今
後
の
取
り
組
み
は

消
費
税
増
税
の
延
期

財
政
へ
の
影
響
は

藤
沢
宿
の
に
ぎ
わ
い

創
出
す
る
取
り
組
み
を

さまざまな対話の機会を活用

豊かな生活の実感につなげる
自 治 体 の 政 策 決 定

健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
た
対
策
を
実
施

　 

基
金
へ
の
積
み
立
て
・
地
方
債
を
活
用
す
る

公
共
施
設
再
整
備
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